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先崎 正文 

地域別市場環境と見通しについて 

2019年3月期 第2四半期決算発表 
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（千台） 
 

油圧ショベル世界需要推移 

日本 

西欧 

北米 

ｱｼﾞｱ 
大洋州 

その他 

合計 

＊当社推定 中国国産メーカ含まず 

(複写・転用は御遠慮下さい) 

＊インド含む 

地域別需要対前年増減 

18年度 新興国比率：59％(対前年＋1%) 

※新興国：中国、アジア・大洋州、その他 

1 

中国 

FY 

前回 
見通 

今回 
見通 

'17 '18前回 '18今回

+27% +4% +4%

+80% +14% +14%
ﾛｼｱ・CIS

東欧
+77% -16% -7%

アフリカ +6% +0% -12%

中東 +1% -2% -38%

中南米 +27% -6% -6%

+24% -7% -15%

インド +21% +10% +10%

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ +55% +4% +16%
他 +13% -3% -3%

+22% +3% +5%

+18% +6% +9%

+7% +0% +0%

+8% -4% -4%

合計

中国

その他

アジア・大洋州

北米

西欧

日本
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＊当社推定 (千台) (千台) ＊当社推定 油圧ショベル需要 ホイールローダ需要 

＊当社推定 (千台) ミニショベル需要 
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＜日本市場＞ 

◇住宅投資・設備投資は増加、公共投資は減少 
◇建設機械需要は排ガス規制に伴う前倒し需要終了により、油圧・WL需要は減少 
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住宅投資 
(住宅着工戸数） 

設備投資 
（機械受注･外需除） 

公共投資 
（公共工事請負額） 

＊国交省・内閣府・建設業保証会社 

住宅・設備・公共投資（対前年同期） 

第２四半期(18年7~9月) 
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＊ＩＭＦ他 ＊当社推定 

＊当社推定 ＊当社推定 (千台) (千台) 

ﾌﾗﾝｽ 

ﾕｰﾛ圏 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

ﾌﾗﾝｽ 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

ｲﾀﾘｱ 

その他 

ﾌﾗﾝｽ 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

ｲﾀﾘｱ 

その他 

(千台) 

ﾌﾗﾝｽ 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

ｲﾀﾘｱ 

その他 

油圧ショベル需要 ホイールローダ需要 

ミニショベル需要 主要国GDP（対前期比） 
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＜欧州市場＞ 

◇ユーロ圏全体のGDP成長率は横ばい 
◇ 油圧・ミニは伸率維持、WL需要は伸率鈍化（対前年同期 油圧10％増、ミニ5％増、WL2％減） 
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＊ＩＭＦ他 

ﾌﾗﾝｽ 

ﾕｰﾛ圏 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

主要国GDP（対前期比） 

第２四半期(18年7~9月) 
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一般住宅 商業施設 公共工事 
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GDP（前期比・右軸） 

＊Bureau of Economic Census, US Census Bureau 

（季節調整済） 

＊Bureau of Economic Census, US Census Bureau 

（千戸） ＊当社推定 (千台) 

＊当社推定 (千台) ミニショベル需要 

油圧ショベル需要 

米国建設投資（対前年同期） 

米国GDP・住宅着工件数 

４ 

住宅着工件数（左軸） 

＜北米市場＞ 

◇住宅着工件数は伸率鈍化、建設投資は公共工事が堅調 
◇油圧・ミニ需要は伸率がほぼ横ばい（対前年同期 油圧19%増、ミニ13%増）  
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一般住宅 商業施設 公共工事 

＊Bureau of Economic Census, US Census Bureau 

米国建設投資（対前年同期） 

過去データ更新前 

第２四半期(18年7~9月) 
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5

10

（対前年同期） 

固定資産投資（累計）前年同期比（左軸） 

ＧＤＰ（右軸） 

＊中国国家統計局 

ＧＤＰ・固定資産投資 
（％） 

国産 

外資 

油圧ショベル需要 
（千台） 

＊当社推定 
対前年同期は外資のみ 

華北 
86%/129%/69%/34% 

西北 
46%/73%/41%/-12% 

西南 
77%/34%/43%/0% 

東北 
167%/75%/-2%/-13% 

華中南 
120%/34%/64%/17% 

華東 
124%/35%/70%/17% 

中国全体 
100%/45%/55%/11% 

＊外資のみ 
＊当社推定 

地域別油圧ショベル四半期別前年比 

FY17 3Q/4Q/ FY18 1Q/2Q 

(6.5%) 

  (5.4%) 

ミニ・油圧ショベル クラス別需要構成比 

20t 
未満 

20t 
以上 

～6t 

20t 

10～15t 

21～29t 

30～39t 

40t～ 

6～10t 

＊当社推定 
外資のみ 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

FY15

1Q2Q3Q 4Q

FY16

1Q2Q 3Q 4Q

FY17

1Q2Q 3Q 4Q

FY18

1Q2Q

＜中国市場＞ 

◇GDP成長率は6.5% 
◇油圧需要横ばい（対前年同期 11%増） 

５ 
10月19日 (金) ―― 

◆国内経済ｅｔｃ 

 ★9月全国消費者物価指数 (8:30) 

 ・黒田日銀総裁が全国信用組合大会で挨拶 (15:35ごろ) 

◆国際経済ｅｔｃ 

 ★中国7-9月期GDP (11:00) 

 ★中国9月小売売上高 (11:00) 

 ★中国9月鉱工業生産 (11:00) 

 ★中国9月固定資産投資 (11:00) 

第２四半期(18年7~9月) 
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油圧ショベル需要(対前年同月比較) 

油圧ショベル需要（月別推移） （対前年同月） 

（外資のみ） 
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12

14

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

＊当社推定 

【春節開始時期】 

2017年1月28日 

2018年2月16日 

2019年2月5日 

（千台） 

16年度実績 

６ 

（千台） （外資のみ） 
＊当社推定 

対前年同期 

17年度実績 

-15% +58% +83% +109% 

18年度(見通し） 

+132% 

※4月～9月実績 

+102% 

＜（補足）中国市場＞ 

16年度 17年度 18年度 

+100% +45% +55% +11% 
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＊当社推定 (千台) 

＊当社推定 アジア大洋州 油圧ショベル需要 

インド 油圧ショベル需要 

７ 

(千台) 

＊ＩＭＦ他 

(％) 主要国GDP（対前年同期比） 

ﾏﾚｰｼｱ ｲﾝﾄﾞ 
ﾈｼｱ 

ｲﾝﾄﾞ 

ｼﾝｶﾞ 
ﾎﾟｰﾙ 

ﾀｲ 

※インドGDP成長率はCY13 2Qより測定基準を変更 

ﾀｲ 

ﾏﾚｰｼｱ 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 

＜アジア大洋州市場・インド市場＞ 

◇アジア大洋州の油圧需要はインドネシア・フィリピン・オーストラリアで増加、タイ・シンガポールで減少、 
   全体では増加（対前年同期12％増） 
◇インドの油圧需要は鉄道、道路等のインフラ投資向けを中心に増加（対前年同期56%増） 

ＮＺ 
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第２四半期(18年7~9月) 
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中東 油圧ショベル需要 
(千台) 

(US$) 
原油・天然ガス価格推移 (天然ガス

Index） 

＊当社推定 
＊工場出荷ベース 
（トルコは小売ベース） 

(千台) 
ロシア 油圧ショベル需要 

＊当社推定 
＊工場出荷ベース 
＊現地産含む 

8 

＊世界銀行ホームページより当社作成 

原油 
（左軸） 

天然ガス 
（右軸） 

  

＊当社調べ 

ルーブル為替推移 

対US$ 

対EUR€ 

FY12     FY13      FY14      FY15      FY16     FY17     FY18  

＜ロシア・中東市場＞ 

FY12    FY13     FY14     FY15     FY1    FY17  FY18    

◇ロシアは油圧需要は微減 
◇中東はトルコリラ安の影響受けて需要が大幅に低下 

＊天然ガスIndex：2010年=100 

第２四半期(18年7~9月) 
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※当社調べ 
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中南米 
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アジア 

アフリカ中東 

＜マイニング機械＞ 

製品別需要 地域別需要 

◇18年度マイニング需要は対前年+10％増見通し 

◇地域別では、アフリカ・中南米・アジアを中心に需要増 

18年度(18年4月~19年3月) 9 
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※Book-to-Bill(BB)Ratio = Booking(受注額)/ Billing(出荷額) 

  当社単独の受注・出荷額の6ヶ月平均 

＜（補足）BB Ratio＞ 10 
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《トピック》 欧州地域でのICT施工ソリューションの提供を強化 

日立建機ヨーロッパ社アムステルダム工場内にあるデモンストレーションエリアを一新し、
ICT施工ソリューションが体験できるICTデモサイトを2018年9月27日に開設。 
 
当社初の海外市場向けICT油圧ショベルとして、2018年12月より、ZX210LCX-6
を欧州地域にて受注開始。 

本デモサイトは、日立建機ヨーロッパ社が、
2002年に設置したデモンストレーションエリア
約2,500m2を約5,000m2に拡張し、ICT施工を身
近に体験できる改修を随所に施しています。
デモンストレーションの様子を見やすくする小
高い丘を設けるとともに、市場投入に先立っ
て常設する、ICT油圧ショベルZX210LCX-6の
マシンコントロール機能を分かりやすく伝える
ため、運転席にマイクとカメラを設置し、運転
中の操作やモニターの内容を通信で伝え、全
天候型の室内観覧エリアからリアルタイムで
約90人の疑似体験を可能にしています。 
また、ICT油圧ショベルZX210LCX-6は、2016
年6月に提供を開始したZX200X-5B以来、日
本国内で提供してきたICT油圧ショベルを初め
て海外で提供する製品です。受注開始に先
立って、本サイトでの体験のほか、お客さまの
現場で実際にデモンストレーションするための
機械を用意し、欧州地域のお客さまや代理店
の方に製品への理解の深めてもらい、欧州市
場での本製品の浸透を図ります。 
日立建機グループは、本デモサイトを活用し
てお客さまにICT施工を実感してもらうととも
に、日立グループの技術を活用する「One 
Hitachi」の取り組みと、ビジネスパートナー企
業との連携により創り上げられるICT・IoTソ
リューション「Solution Linkage」の欧州地域で
の提供への検討を今後進めていきます。 

11 
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解体仕様機をはじめとした応用開発製品を開発してきたKTEG社と新会社を設立。 
 
日立建機の電動化技術とKTEG社の技術的なノウハウを持ち寄ることで、 
現行機械のコンポーネントを活用しながら、お客さまのニーズに対応した電動化をめざす。 

新会社設立の背景 
日立建機は、これまでも環境負荷とライフサイ
クルコストの低減に貢献する電動化建機の開
発に取り組んできました。工場建屋内の作業
などで使用される中小型機をベースとした有
線電動式ショベルを開発し、これまで国内市
場を中心に100台以上の納入実績がありま
す。また、多数の鉱山現場に有線電動式の超
大型油圧ショベルを納入してきました。さら
に、2006年に発表したZX70Bをはじめ、バッテ
リー駆動式の電動ショベルの開発にも早くか
ら取り組んできました。 
また、欧州市場は、地球温暖化防止や低炭素
社会実現に向けた規制が世界的に最も厳し
い市場の一つであり、自動車と同様、建設機
械においても、電動化に対するニーズが強い
地域です。KTEG社は、その欧州市場の電動
化の規制動向や商品化のためのノウハウを
豊富に持っています。 
さらに、欧州市場では、お客さまの多様なニー
ズに対応するため、標準モデルで対応できな
い仕様の場合、販売代理店や改造専業会社
が、応用開発製品を開発、販売することが一
般的です。 
KTEG社は、日立建機製の油圧ショベルなど
をベースに、大型解体仕様機をはじめとした
応用開発製品をこれまでも開発してきました。 
今回の新会社設立で、日立建機の電動化技
術とKTEG社の技術的なノウハウを持ち寄るこ
とで、現行機械のコンポーネントを活用しなが
ら、お客さまのニーズに対応した電動化が可
能となります。 
日立建機グループはこれからも、さまざまなビ
ジネスパートナーとのオープンイノベーション
による連携を推進し、お客さまの課題である
「安全性向上」「生産性向上」「ライフサイクル
コスト低減」の解決と環境負荷の低減を常に
念頭に置いた高付加価値な製品開発を進め
ていきます 

《トピック》 電動化製品の開発を行う新会社をドイツに設立 

【新会社の概要】  会社名   ： European Application Center GmbH 
                      出資比率： 日立建機  49.9％ 
                                      KTEG社   50.1％ ※写真はイメージ 

12 
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Cummins 

EX-6→EX-7では10%以上の低減 

傾斜計 

電気遮断 
スイッチ 

脱出シュータ 

MTU 

日立電動モータ 
(EX1200(120tクラス)除く) 

 

～さらなるCIF (Customer Interest First)の追求～ 

ストロークエンド制御 

スリットレス電気配線 

ConSite OIL  
EX-7シリーズから適用 

これまで培ってきた高い信頼性を踏襲し、さらに進化させる 

ダスト・粉塵浸入
防止対策 

燃費低減 安全性向上 

信頼性 

原動機選択 
(エンジン2種類、電動モータ) 

《トピック》超大型油圧ショベルEX-7シリーズ発売開始(2019年4月) 13 
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【見通しに関する注記事項】 
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得ます。そのような要因としては、主要市場の経済状況および製品需要の変動、為替相場の変動、国内外の各種規制ならび
に会計基準・慣行等の変更などが含まれます。 


